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い出されてくる。この 2 つの過去の経験は， どうして
起ったかという発生のもとになった原因とか動機とか
























































0河野 信弘 教 授 （教育学部） 56.4.1 
昭29. 3 東京教育大学体育学部体育学科卒業
担当：体育実技































































































































































































経済学部講師 飯 田 剛 史
現代の疎外状況に対する人間的主体性の可能性を見出
すべきと考えるからです。富山には， 浄土真宗の伝統








経済学部講師 萩 野 聡



























した。 そこの数学の スタッフは， 教授 し助教授 1'


















ろうが， いつまでもこの精神を胸に抱き， 常に新 鮮な
気持ちで大学生活を送り続けたいと思う。
理学部助教授 久 保 文 夫

























へとかよい， その後，杜の都， 仙台へ脱出し， 大学院





























にも肉 体的にも， いったん教 師となってみるとそう容



































































が最適ではないだろうか。つい2 ・ 3目前に， 私はは
じめてこの木の名前がゆりのきであることをある先生
から教えていただいた。調べてみると，BIJ名ハンテン























りの迎えを受けて地下鉄 （メトロ）オ クチャブリス カ
ヤの近くにある科学アカデミーホテ ルに落着きました。
立派とは言えませんが外国人研究者の大半はここに宿









ある核物理研究所でR.Z. Sagdeev （アカデミ一 会員，
モ スクワのSpace Re se arch研究所のHe ad）に学び，
Langmuir Collapseの研究によりドクトルの学位を
得ている。少し補足するが， ソ連には 3 種の学位i)キ
ャンディダート，(ii)ドクトル， ωアカデミー会員 （準
員もある）があり( i)が， 日本， アメリカのph.D.に相
当する。後年モ スクワに移り （ 1967年位？ ）現在は
ノボシビルスクより呼んだ若手研究者 （ソ連では34才













































TOYAMA UNIVERSITY AND TAKAOKA 
BY EYES OF SOVIET SCIENTIST 
Serguei Pikin 
It was vezy interesting and very useful for me to visit Toyama University. I worked in 
Department of Electronics and mainly saw the Takaoka campus but sometimes called on 
Toyama city too. I was impressed very much by cultural traditions and folk customs, by 
coloured and jolly feasts, by friendly treatment of Japanese and by gay frame of mind of 
Japanese child閃n. I noticed that Japanese were well satisfied with their home life giving 
higher importance to good relations among their families as a whole. It is remarkably 
that education is the predominant topic discussed among family members in Japan. I want 
to note especially出at the children' s education and the relating to children' s preparations 
for higher school entrance examinations are the most frequently discussed questions in 
Japanese families. It is just the same in Soviet families as well as taking care of health 
of family members. I have known that Japanese women prefer family life to work. I think 
血at Soviet women present a contrast to this. 
Japanese students as well as Soviet students seriously study foreign languages. It was 
pleasant for me to know出at several tens students study Russian in Toyama University. 
Unfortunately Japanese is very complex language b.ut I am sure that number of Soviet 
students studing Japanese language will increase rapidly. It is naturally because of great 
interest of Soviet people to Japanese culture, arts, literature, science and technics. Japan 
demonstrates remarkable progress what is done in other countries and adapting this to own 
cultu開 and traditions. Seeking perfection and find treatment of details are the attractive 
national traits of Japanese. One C釦see these in many things from flower arrangements to 
microelectronics. I hope that Japanese like some traits of the Russian character. There is no 
doubt whatever that it is necessary to develop Japanese-Soviet relations in economical and 
political fields. It is nice that Toyama prefecture plays positive role in this important 
matter. I believe 也at the USSR and Japan will join in future cooperative effort to solve出e




' ρL lct'n. 
紹 介
Pikin教授はソピエットアカデミ－結品研究所の理論分野の研究者で， 日本学術振興会・ ソ連アカデミーの













































































































































完成したセンターはl,l50nlでその3 分の 2 が実験
室，廃棄物，廃水処理室などで残りが事務室，教官室，
図書文献室などとなっている，専任の教官として教授，












している，実際にはトリチウムの同位体 6L i に中性
子を照射して作られるものが多い。 この場合ヘリウム
4 Heが同時に出来る。
6Li + n= 3 H+ 4 He 
トリチウムの核は通常の水素や重水素のように安定
ではなく壊変してヘリウムの同位体 匂eに変る，この
とき戸 線を放出するから放射性である。 しかしこの P
線
3 H→ 3 He + /3 
のエネルギーは極めて小さく，数センチの空気層に吸
収され消失する。 トリチウムの特長は放射能の弱いこ






























競 技 日 程















蜘醐局1紳m町哨 l賞帥�lX) m 5.l山陸上院伎 男・女 7月12日 10: 00 1>'."山県営陸上餓伎場 （フィルド） 川m健R t•i.'刷飽XJ 札m�. 
女子｛（フトチfルゾクl’）） 砲m，丸1役l �＂＇愉l l役， 仰｝川R
’f 球 男 合7月1;2日日に（順雨延天の） 場9 : 00 �山商船il'li専ゲ 。J グ戦ラン ド
庭 球 男・女 日l月雨ま1天で
0日の順 ，場延1合� 日は＇.＼11 日：00 'Ii';・1.11大学硬式庭球 同体（リ グ戦） �－千｛－ 4日領傾� �� コト
軟 式 庭 球 ，， 場7合月 i�日 日に（順雨延天の） ，， 1;\1[j�，＼·j:i�l);;{;Y,:fb�I崎 団体（点取りリーク)j 3男·／，（1子
T
- � ! ；：川：
l
個人（ト ナメント） ！! 15チ ム以以日内内セ 日七γl10 + ム 日セョト
市 球 ，， 711 2日 10 : 00 富山大学第二体育館団体（リ グ戦） l女男子 �償傾� �＼ 個 人（トーサメルシングルスのみ） l �：｝： ���品目




� 悼被積子子 jr絃名個人｛トーナメントJItシダブルス I 以以 内内，．t·干F I�組4円以以内内
パレ ーポール
，， 7月12 日 10 : 00 富山医科薬科体大学育館トTナメ ン ト戦 3位決定戦 3セyト
サνカー 男 �月月g 日 日 ， 7月 5 日 14 : 00 富山大学第一 リーゲ戦グランド
ラ グボビー ー ，， �月月 2; 日 日.6 月 28 日 14 : 00 富山大学第二 リーグ戦（未決定のときは号｜分け） ( 35 5 - 35 ) ヲソト ル グランド








内（（ j登登録録はは I��円月以以内内）） 個人（トー＋メント） ｛『 l� 
柔 道 男 7月5日 10 : 00 富山大学武道場団体（点取りトーナメント） 3位決定戦 個人（トーナメJ卜） 4f，以内パスケットポール 男・女 7月12日 10 : 00 富山工業高専体育館ト ナメント戦 3位決定戦
男子
平
背自バ 由 泳形泳イ lOOm, 
��
＂＇
· 400m, 800m 
IQOm, m 
lOOm, m タフラ lOOm, 20Qm メドレーリレー
��
m 
水 泳 ，， ，， 9: 00 2富山市民プール 女チ 個背平
バ
自リ人，由νドレ形泳株： 回四：咽； 醐醐忽JOm凪: 制Mドタフラ ：�m, 1α）m メ レーリ．レー m 
個リ レ ー20Qm, 400m 人メドレ－ 200m 
ヨ ‘J ト ，， 7 jj4日，5日 9 : 00 阿l昌湾 総合と種目別（スナイ級プ2，艇4制70級｝ スナ
イプ級2健市j470 
準使式野球 男 場7月合i� 日日に（ 雨順延天の） 9 : 00 富山医科薬科グ大ラ学ンドト ナメント戦 3位決定戦
ハン ド ポ ー ，レ ” 7 jj 12日 10 : oo 富山大学第一体育館トーナメント戦 3位決定戦






弓 道 男・.9: ，， 9: 00 県営富山弓道場団体1 3団2体戦��出場j 者：ザお20よ射
0び射中男的女1中8数1名；のg�l四ツ矢
5回個人 多い者）
体 繰 ，， ，， 10 : 00 富山商業高等学体校育館男女子子 床 床運運動動，， 鞍段違馬，平平行行棒，俸，平均吊鎗台．， 跳跳馬馬， 鉄棒
自 動 司王 ” ，， 7 : oo 呉羽自動車学校 7イギアレスー ！�t 小普軽小通型四型輪乗乗ト用用ラッ車車ク�5ナ5ン ocパCー以キヤFl プオーバータイプ）
』一
持i 11＇ 舞 踊 男・女 7 JI 11日 14 : oo 富山大学第一ょ体育館公開演技
υ村干省幹法 男 ，， 13 : oo 富山大学第一体育館公開演武（団体演武，組演武．個人乱捕リーグ戦）
I- -
f、' 気 道男・女 ，， 13 : 00 富山大学総草場公閥横武｛ 組演武）
A告唱i
昭和56年度富山大学都道府県別入学者数調
昭和56 年 5 月 1 日現在
ー～～～～～ーー 人 文 教 育 経 済 理 工 計 ( �も）
北 海 道 1 4 2 7 ( 0.6 ) 
青 森 1 0.1) 
岩 手
r昌晶『． 城
秋 田 1 2 0.3 ) 
山 形 1 0. 1) 
福 島
茨 城 1 2 3 ( 0.3 ) 
栃 木 1 1 1 3 ( 0.3) 
群 馬 1 5 6 ( 0.5) 
埼 玉 1 2 3 ( 0.3) 
千 葉 1 1 1 0.3) 
東 原、 1 3 4 ( 0.3 ) 
神 奈 川 3 1 4 ( 0.3) 
新 潟 1 2 7 10 ( 0.8) 
富 山 101 197 157 68 163 686 ( 57.6) 
石 Jll 27 37 39 21 59 183 ( 15.4) 
福 井 7 3 24 8 1 43 ( 3.6) 
山 梨 1 1 2 4 ( 0.3) 
長 野 3 2 1 1 7 ( 0.6 ) 
岐 阜 5 19 7 16 47 ( 3.9 ) 
静 岡 1 4 1 6 ( 0.5) 
愛 知 7 2 25 16 45 95 ( 8.0) 
一 重 1 5 5 1 12 ( 1.0) 
滋 賀 1 1 7 1 3 13 ( 
京 都 1 1 5 3 10 ( 0.8 ) 
大 阪 1 3 4 3 0.9 ) 
兵 庫 2 2 6 2 12 ( 1.0) 
奈 良 3 3 ( 0.3) 
和 歌 山 1 0.1) 
鳥 取 1 0.1) 
島 根
岡 山 2 1 3 ( 0.3 ) 
広 島
山 口 1 0.1) 
徳 島
香 Jll 1 0.1) 
愛 媛 1 0. 1) 
高 知




大 分 1 0.1) 
F昌..... 情 1 0.1 ) 
鹿 児 島
沖 縄
















希 就職 者 数 未就職 者数 就 職（%
率） 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
文
理
文 � 科 9 。 7 。 2 。 6 。 1 。 86 ／ 
理 Aマu..ー 科 27 5 27 5 。 。 25 4 2 1 93 80 
部学
計 36 5 34 5 2 。 31 4 3 1 91 80 
人 人 文 学 科 26 21 22 19 4 2 21 13 1 6 95 68 
部
文
学 語 学 文 学 科 13 54 10 49 3 5 10 45 。 4 100 92 
計 39 75 32 68 7 7 31 58 1 10 97 85 
養小学成校課教員程 28 105 28 103 。 2 25 91 3 12 89 8 8  
教 養中学成校課教員程 22 36 20 36 2 。 19 35 1 1 95 97 
育 養養護成学校課 教員程 2 。 。 1 1 5 で"f与－ 2 19 19 14 50 74 
部 幼養稚成園課教員程 。 28 。 26 。 2 。 22 。 4 レ／ 85 
計 52 188 50 184 2 4 45 162 5 22 90 88 
経 経 済 学 科 101 4 98 4 3 。 98 4 。 。 100 100 
草部経 営 学 科 1 15 6 110 4 5 2 110 4 。 。 100 100 
計 216 10 208 8 8 2 208 8 。 。 100 100 
数 マ，.，.，＿ 科 17 5 13 5 4 。 9 5 4 。 69 100 
理 物 理 学 科 31 1 19 1 12 。 16 1 3 。 84 100 
化 学 科 13 22 10 21 3 1 9 18 1 3 90 86 
学
生 物 学 科 19 2 14 2 5 。 12 2 2 。 86 100 
部
地球科 学 科 17 3 9 3 8 。 8 3 1 。 89 100 
計 97 33 65 32 32 1 54 29 11 3 83 91 
電気 工 学 科 49 。 44 。 5 。 44 。 。 。 100 I/ 
工 工 業化 学 科 49 
2 45 2 4 。 45 2 。 。 100 100 
金属 工 学 科 42 。 40 。 2 。 40 。 。 。 100 I/ 
機 械工 学 科 45 。 38 。 7 。 38 。 。 。 100 レ／学
生産機械工 学科 36 。 32 。 4 。 31 。 1 。 97 ν／ 
化 学 工 学 科 41 。 35 。 6 。 34 。 1 。 97 
／／ 部
電子 工 学 科 35 。 29 。 6 。 29 。 。 。 ／／ 100 
計 297 2 263 2 34 。 261 2 2 。 99 100 
メ口込 計 737 313 652 299 85 14 630 263 22 36 97 88 
氏U噌i
産 業 別 就 職 状 況
昭和 5 6 年 5 月 1 日 現在
二、主
文 理 学 部 人 文 学 部 教 育 学 節 経 済 学 部 理 学 部 工 学 部 jロ>.. 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 昔十






こ 。 1 1 。 1 3 。 3 2 。 2 1 。 1 6 2 8 




の 3 。 3 3 。 3 
製 出同 版関 連・ 産印 刷業 。 1 1 3 1 4 1 。 1 5 。 5 9 2 1 1  
化 学 工 業 8 。 8 3 9 1 2  2 3  1 2 4 3 4  1 0  44 
鉄 鎖 業 。 1 1 。 1 7 。 7 8 1 9 
次 造 非鉄金属製造業 1 。 1 1 。 1 1 。 1 1 4  1 1 5  1 7  1 1 8  
金属製品製造業 。 2 2 6 。 6 1 4  。 1 4  2 0  2 2 2  
産 一般 機 械 器 具 。 2 2 4 。 4 。 1 35  0 3 5  4 0  2 42 
業 電気機 械 器 具 1 。 1 。 3 3 。 1 1 1 2  1 1 3  5 2 7 5 3  0 5 3  7 1  7 78  
業 輸送用機械器具 。 3 3 7 。 7 1 8  。 1 8  25 3 28 
精 密 機 械器 具 3 。 3 。 l 1 2 。 2 5 。 5 1 0  1 1 1  
そ の他の製造業 3 。 3 1 。 1 1 1  。 1 1  。 l 1 2 1  0 2 1  3 6  1 37 




卸 売 業 2 1 3 5 2 7 。 l 1 1 1  。 1 1  。 2 2 1 3  。 1 3  3 1  6 3 7  
売 業 。 8 8 。 2 2 1 0  1 1 1  1 0  1 1  2 1  









業 1 。 1 1 1  1 1 2  1 2  1 1 3  





・ 1 2 3 1 6  。 1 6  1 7  2 1 9  
不 動 産 業 1 。 1 l 。 1 
言通
信
運 輸 業 1 1 2 3 。 3 4 。 4 8 1 9 
通 信 業 。 1 1 。 1 2 。 2 
次
水電 気 ・道ガ ス 業 5 。 5 9 。 9 1 4  0 1 4  
医 療 保 険 業 。 1 1 。 1 1 
産 サ 法 務 。 1 1 。 l l 
ピ 教 育 1 1  1 1 2  1 0 2 1 3 1  42 1 4 1 1 83 1 。 1 2 3 6 2 9 1 。 1 8 8  1 69 25 7 
ス
業 業 非 営 利 的 団 体
。 1 1 1 。 1 1 。 1 2 1 3 
そ の 他 の 6 1 7 4 7 1 1  。 4 4 1 4  1 1 5  1 2  5 1 7  9 。 9 45  18  63 サ ー ビ ス 業
:a 国 家 事 務 2 。 2 。 l l 。 l 1 1 2  。 1 2  2 1 3 2 。 2 1 8  3 2 1  
務 地 方 事 務 2 。 2 7 。 7 2 7 9 20 0 2 0 。 2 2 15 0 1 5  46 9 5 5  
計 2 4  3 2 7  2 8  4 3  7 1  4 5  1 6 0 20 5  1 4 1  6 1 47 3 9  1 6  5 5  5 4  0 5 4  3 3 1  2 28 5 5 9  
上記以外 の も の 。 1 1 。 1 1 
三ロ泊、 計 3 1  4 3 5  3 1  5 8  89 45 1 6 2 207  208  8 2 1 6  5 4  29 83 261 2 2 63 6 3 0  2 6 3  8 9 3  
弓t噌4
【 編 集 後 記 】
今回発行の 「学園 ニ ュ ー ス 」 か ら 学内風景
の
ス ケ ッ チ と 目 次 を掲載す る 乙 と に し ま し た 。 少 し で も ソ フ ト な
感 じ と 読み易い も の に し よ う と の微意に よ る も の です 。 学園 内
部
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
と
皆 さ んの 心の通いに
役立つ 乙 と を
念 じ て お り ま す
。
。 学園ニ ュ ー ス編集委員
学生部長 教 授 四 谷 平 治 理 学 部 教 授 松 本 賢
人文学部 " 山 口 博 工 学 部 " 市 村 昭 一一
教育学部 " 大 塚 恵 教 養 部 助教授 木 越 治
経済学部 " 棚 回 良 平
- 1 8 -
